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はじめに

筆者は、大学における教養教育における美術教育のあり方について、自己の実践を省察し改善と試行錯誤

を重ねてきた１）。本稿では、直近の実践を振り返り、授業内容とテキスト選定、及びテキストを授業本体

や宿題にどのように生かしたかについてまとめ、考察する。今回は主にテキストをどのように活用したかに

ついて述べる。

１．テキストの選定

１－１　共通教育「ＡｒｔのＡ」

考察の対象とする授業は、山口大学共通教育の中で筆者が担当している「ＡｒｔのＡ」である。この授業

は、系列で「一般教養」のうち「人文教養」「社会教養」「自然教養」「学際的教養」の中の「学際的教

養」、その「学際的教養」の中に６つの分野があり、そのうちの「文化の継承と創造」の中の一科目である。

筆者が単独で開講している。クォーターの授業であり、2017年度は前期クォーター２と後期クォーター４に

開講され、今回考察の対象とするのは前期クォーター２の実践である。2017年度前期クォーター２開講の

「ＡｒｔのＡ」の受講者は、最終的に試験を受けるまで受講した者が、人文学部10名、理学部2名、工学部

32名、計44名であった。水曜日１・２時限。教室は共通教育４番教室。

シラバスの「概要」に以下のように記した。

【内容】2014年度までの共通教育「美術史」をベースに、さらに緩やかにさらに幅広く造形表現を概観

する。絵画作品を中心とする。必ずしも通史的な扱いはしない。

「ＡｒｔのＡ」とは、「アート」の「ア」、「ＡＢＣ」の「Ａ」、「あいうえお」の「あ」、即ちアー

トの基本の「き」という意味である。

１－２　テキスト

テキストの選定の基準・条件は、前年度までと同様で以下のとおりである。

ａ．授業者が構想する授業内容に合致し利用しやすいこと

ｂ．文庫本または新書本であること

ｃ．価格が1000円以内であること

ｄ．図版が豊富であり、可能な限りカラーで鮮明であること

ｅ．出版年が比較的新しいこと
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ｆ．インターネット上などでの評価が高いこと

2017年度前期は、『名画が描く罪深き旧約聖書』（望月麻美子・三浦たまみ著、大和書房[ビジュアルだ

いわ文庫]、2015年３月、定価：本体740円）とした２）。

この本は、2016年度後期に山口大学教育学部の専門科目「美術授業実践基礎演習」（第４セメスター）の

テキストとして用いたが、その時から既に「共通教育でテキストとしたい」と思っていたものである。とい

うのも、筆者は大学の授業の中で共通教育、学部専門教育を問わず、機会を捉えて「聖書を学ぶこと（とり

わけ旧約聖書）」の重要性を学生に説いてきた。西洋美術を理解する上で神話と宗教の学習は必須であるし、

今や一般教養としても聖書をある程度知っておくことは重要である。筆者は授業で「ユダヤ教とキリスト教

とイスラム教は兄弟あるいは従兄弟のような関係の宗教だということを知っていますか？なぜなら、これ

ら３つの宗教はいずれも旧約聖書に基づいているからです」という説明をする。ＩＳＩＬ（アイシル、英: 

Islamic State in Iraq and the Levant〈イラク・レバントのイスラム国〉）３）の活動が活発になり、そ

の脅威が大きかったここ数年は、筆者が担当するほとんどの授業でこのことを話題にしてきた。そして、今

回対象とする授業の終了後であるが、2017年11月、アメリカのトランプ大統領がエルサレムをイスラエルの

首都と認定すると発言して、本稿執筆時、大きな問題となっている。旧約聖書がおよそどのようなものなの

かを教養の一部として知っておくことは国際理解のためにも、日本の将来を考えるためにも必須であると言

える時代なのである。

この本は文庫本であり、紙質が良いため印刷が鮮明で折り癖がつきにくい。専門書ではなく一般書である

が、図版はすべてカラーで、絵画作品を中心に美術作品が92点掲載されている。

この本は美術書でもあり、旧約聖書を概観する書でもある。筆者はもちろん聖書も持っているが、大部な

聖書、とりわけ新約聖書よりも大部な旧約聖書の本文すべてに目を通したことはない。この書籍は、旧約聖

書全体の構成、およその内容、系図などがわかりやすく示してあり、旧約聖書のアウトラインを知ることが

できる。

ただ、この本が一般書であるため、タイトルも帯のフレーズも本文の一部も読者の興味を引くために意図

的に刺激的なフレーズが用いられているように見える。この点については、敬虔な信者や研究者から批判が

あるかもしれない。しかし、中身は全体的にほぼ問題の無い、一般向けの美術書であり、旧約聖書の概説書

である。

この本の巻末には西洋美術史年表が掲載されている。2014年度まで共通教育「美術史」として開講してい

た授業をベースにしている「ＡｒｔのＡ」を実践する上で、この年表は重宝する。この年表がよくできてい

る。画家の生没年が記してあり、画家の名前の後ろにその画家の作品の掲載ページが記されている。画家は

時代様式や主義に分類され、視覚的にわかりやすくレイアウトされている。同時代の主な出来事も併記され

ている。これらの点もこの本をテキストとした理由のひとつである。

この本では、作品のサイズが明記されている。この点も、美術の授業のテキストとして授業者が高く評価

する理由のひとつである。

２．テキストの活用の仕方

授業に用いたワークシートと宿題プリントを資料１～７として文末に掲げる。サイズは、実物がＡ４のも

のをＡ５に縮小してある。

基本的な授業内容は前年度後期の実践とほぼ同じであるので割愛する。内容は美術であって、旧約聖書を

講じるものではない。

２－１　ディスクリプション

第１回の授業のワークシートは、テキストに掲載されているピーテル・ブリューゲル（父）の２つの《バ

ベルの塔》を比較して差異点を言葉で説明するという課題である。この学習は美術史の基本技術のひとつで

あるディスクリプションというスキルを応用したものである。美術鑑賞の基本は、まずは作品をじっくりと

細部まで主体的にみることである。図版は小さいが、ブリューゲルのこの２作品がひとつのページに掲載さ

れていることは、それだけでもわかりやすくて読者の興味をそそるが、ここではそれをより積極的に利用し

た。受講生は、授業者の予想以上に細部まで見て多くの記述をした。
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２－２　展覧会との関連付け

筆者の授業では、その授業の開講時期に開催されている展覧会を受講者に紹介することがある。今回の

授業においては、上記ピーテル・ブリューゲル（父）の《バベルの塔》（1563年）４）、油彩、板、59.9×

74.6cm、ボイマンス・ファン・ブーニンゲン美術館[ロッテルダム]５））、通称「小バベル」が2017年に来

日し東京と大阪で展覧会が開催されたため６）、授業において紹介した。テキストに掲載されており授業で

も取り上げた作品がその時期に日本に来ているという情報を与えるだけでも、受講者にとって美術を身近に

感じるための材料が提供されるという意味があるが、帰省などの機会に会場に足を運ぶ受講生がいる可能性

もあるし（それを授業者は期待している）、今回の受講生の半数以上が山口県外出身者であったことから、

会場に足を運ぶ機会がある可能性はより高いと考えられた。

《バベルの塔》に関する上記の学習からの関連・発展内容として大友克洋を取り上げた。大友克洋が芸術

雑誌『芸術新潮』（2017年５月号）の企画として、来日したブリューゲルの《バベルの塔》（小バベル）の

内部を想像して描いたので７）、その図版を見せ、大友の代表作である『ＡＫＩＲＡ』の漫画・アニメも紹

介した。授業内容として、他のアーティスト、他の表現形式への発展である。

２－３　授業の基本的な内容との関連

テキスト選定の基準・条件として「ａ．授業者が構想する授業内容に合致し利用しやすいこと」を挙げた。

今回テキストとしたこの書籍には、授業者が過去にこの授業で扱ってきた言わば定番の内容と合致する以下

の内容や情報が掲載されている。

（１）画家・作品

作品の後ろに掲げるのはテキストの掲載ページである。

・ミケランジェロによるシスティーナ礼拝堂の天井画・正面壁画。p.41, p.209, pp.224-225, p.255

・ミケランジェロ《ダヴィデ》p.161

・ボス《快楽の園》pp.36-37, p.39, p.254

・カラヴァッジョ《イサクの犠牲》p.75

・レンブラント《ペリシテ人に目を潰されるサムソン》p.137

・フェルメール《真珠の耳飾りの少女》p.145

（２）技法

フレスコ、テンペラ、油彩画など。

（３）構図

この授業においては「美術の内容と形式」を扱い、「美術の形式」のひとつとして構図を取り上げる。そ

の中で、バロック期の対角線構図をはじめレンブラントの、対角線に加えて斜めのＺ構図の例として《テュ

ルプ博士の解剖学講義》と《ペリシテ人に目を潰されるサムソン》を示すのだが、その一点《ペリシテ人に

目を潰されるサムソン》がテキストに掲載されている。

２－４　宿題の内容

宿題プリントは、テキストを読んで要点を記したり、関連事項や発展事項を調べて記したりするものと

なっている。その内容・観点は以下の通りである。

①旧約聖書の内容

②美術の内容

ａ．美術史における時代様式・主義：巻末年表

ｂ．作家

ｃ．技法：フレスコ、テンペラ、油彩など。

ｄ．美術館

ｅ．発展的な内容：映画など；【４】ヒッチコック、【５】北斎、【６】『十戒』

③一般教養：地名・国名・都市名など。

２－５　対話型鑑賞の教材として

筆者はアクティヴ・ラーニングのひとつである対話型鑑賞を授業に取り入れている。この授業では、第１
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回の授業において、テキストp.85掲載のウィリアム・ダイス《ヤコブとラケルの出会い》（1850年、油彩、

カンヴァス、36×46cm、ロンドン・ロイヤル・アカデミー所蔵）を教材とした。受講生は、手元にテキスト

が無い状態で、プロジェクタによってスクリーンに投影された画像だけを見て、考えたことを発表・交流す

るのである。対話型鑑賞が終わってから、見た作品がテキストに掲載されていることを告げる。どのような

物語が描かれていたのか、作者は誰か、タイトルは何か、などに興味を持った受講生はテキストの関連ペー

ジを読むであろう。宿題として読ませて確認させることも可能だが、今回は宿題には含めなかった。

２－６　授業におけるテキストの補足

テキストは文庫本であるため図版が小さい。また、掲載作品がその画家の代表作ではない場合もある。そ

こで、授業において、それらを補足した。

第２回の授業において、ボス《快楽の園》（pp.36-37）の部分を拡大して投影し、細部を見せた。この作

品の魅力は細部を見なければ伝わらない。テキスト巻末に「間近で見る名画」として、ボス《快楽の園》の

部分拡大図が１枚（p.254）とミケランジェロのシスティーナ礼拝堂の天井画のうち《アダムの創造》の部

分拡大図が２枚（p.255）掲載されている。

同じ回において、クリムトの《接吻》を紹介した。テキストにはクリムトの《アダムとイヴ》（p.44）と

《ユディットⅠ》（p.245）が掲載されている。《ユディットⅠ》もクリムトの代表作であり、テキスト本

文にもあるとおり「傑作」ではあるが、クリムトの《接吻》も知っておいてもらいたいと考えた。授業者と

しては、「この作品（《接吻》）を見たことがあるでしょう？テキストの作品と同じ作家によるものです」

と展開したいところだが、クリムトの《接吻》はとても有名であるから大学生も日常のどこかで見たことが

あるかと筆者は思っていたが、ほとんどの大学生はこの作品を見た経験が無いのである。この点からも、大

学における教養教育は今後も必要であると言えるだろう。

おわりに

先に述べたとおり今回のテキストが美術書としてもよく出来ているため、この授業のテキストとして使い

やすかった。

テキストは全255ページであるが、今回の授業では117ページまでしか扱えなかった。授業時間が限られて

いるのでやむを得ない。授業では扱えなくても、テキストは受講者の手元に残る。筆者がこれまでのこの一

連の論考において述べてきたとおり、大学の教養教育を終えた後にも生涯学習の観点から受講者の手元に美

術に関するある程度まとまった書籍が１冊残ることは、一社会人の教養の一部として、また卒業後も美術と

の接点や美術の窓として大切なことであると考える。

ミケランジェロによるシスティーナ礼拝堂の天井画と正面壁画は周知のとおり1980年から1999年にかけて

修復作業が行われた。今回のテキストはミケランジェロのシスティーナ礼拝堂の天井画について詳しく取り

上げており、筆者の授業内容と合致していて使いやすいのだが、使用されている画像が修復前のものである。

おそらく出版のコストと画像の使用料の事情であろう。これを書籍の魅力の問題としてのみ考えるならばこ

の作品については魅力半減ということになるかもしれない。しかし、この授業のテキストとしては、授業内

容がこの修復のところで、受講者にまずテキスト掲載の図版を見せて、その後にプロジェクタで修復後の鮮

やかな図版を見せることによって、効果的に使えるし、この方が受講者の驚きも大きいと思われる。
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